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火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

　
今
年
も
間
も
な
く
寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
時
期
は
空
気

が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
火
災
の
原
因
の
多
く

は
、
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
や
料
理
中
の
火
の
放
置
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
火
災
の
原
因
の
上
位
を
占
め
て
い
る「
放
火
及

び
放
火
の
疑
い
」、「
暖
房
器
具
」の
火
災
予
防
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●「
放
火
及
び
放
火
の
疑
い
」に
よ
る
火
災
は
、

　
川
越
地
区
消
防
組
合
管
内
の
火
災
発
生
原
因
の
１
位
で
す
。

★
放
火
さ
れ
な
い
、さ
せ
な
い
た
め
に

①
ご
み
回
収
日
の
前
夜
に
ご
み
を
出
さ
な
い
。

②
家
の
周
囲
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

③�

夜
間
は
門
灯
や
玄
関
灯
を
点
け
周
囲
を
明
る
く
す
る
。

④
物
置
や
車
庫
に
は
鍵
を
か
け
る
。

※「
放
火
さ
れ
な
い
、放
火
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
」に
努
め
ま
し
ょ

う
！

●「
暖
房
器
具
」に
よ
る
火
災
は
、

　
不
注
意
や
誤
っ
た
取
扱
い
が
原
因
で
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

★
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
に
は

①
就
寝
時
や
外
出
時
は
、暖
房
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
洗
濯
物
を
乾
か
さ
な
い
。

③
燃
え
や
す
い
物
を
周
辺
に
置
か
な
い
。

※「
取
扱
説
明
書
」の
と
お
り
、適
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
は
、
つ
い
、
う
っ
か
り
か
ら
発
生
し
ま
す
。
逆
に
、
つ
い
、
う
っ

か
り
を
無
く
す
事
が
で
き
れ
ば
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
事
に
つ
な
が
り
ま

す
。「
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」を
参
考
に
火
災
の
発
生
を
防

ぎ
、「
い
の
ち
」を
守
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
火
災
予
防
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
消
防
局
予
防
課　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

秋の全国火災予防運動が実施されます
実施期間：１１月９日〜１１月１５日の１週間



火事・救急・救助は119番 -2-

～人命を守り被害を最小限に抑えるために、【知って・使える】消防設備～

おしえて！消防設備のこと③

古くなった消火器の処分は適切に
　消火器は、一般ゴミ（不燃・有害・危険物なども含む）として処分することはできません。処分す
る際は、消火器リサイクル取扱窓口へ①直接持ち込む②回収を依頼する③「ゆうパック」を利用して
送付する、のいずれかの方法でお願いします。
　詳しくは、㈱消火器リサイクル推進センター（☎03-5829-6773）にお問い合わせください。

『消火器』を使用する時は、
３つの手順で行います。

　火災が発生した時、人命を守り、被害を最小限に抑えるために活用する設備を「消防設備」といいます。
今回は、多くの建物に設置されている「消火器」の使用方法を説明します。
　火災が発生した場合、初期の段階で消火できれば火災が大きくなることを防ぐことができます。天井に
火が燃え移る前なら「消火器」で消火することができます。

　表示制度（適マーク制度）とは、ホテル・旅館等の
関係者からの申請に基づき、消防局予防課が審査し
た結果、消防法令のほか、重要な建築構造等に関す
る基準に適合していると認められた建物に対して
「適マーク（表示マーク）」を交付する制度です。
　川越地区消防組合管内の「川越プリンスホテル」
が3年間継続して表示基準に適合していると認めら
れたため、８月１日に「適マーク（金）」（有効期間
3年間）の表示基準適合通知書の交付式を川越地区
消防局の消防局長室で行いました。
　「適マーク（金）」が交付されるのは、川越地区消
防組合管内では初めて（第１号）となります！

　LED照明が原因の火災が発生しています。これ
は、照明器具の種類に合わないLEDを取りつけた
ことが原因です。　
　従来の蛍光灯用の器具は、あくまで従来の蛍光
灯を設置することが前提となっています。そこに
LEDを設置してしまうと、回路内部の半導体が発
熱して火災となる恐れがあります。
　省エネのためにLEDに交換したのに火災になっ
てしまったら・・・。火災を防ぐためにも、ご家
庭で蛍光灯をLEDに交換する場合は、必ず照明器
具の種類も併せて交換しましょう。
※電球型の場合は回路が電球の中に入っているの
で、照明器具の違いはありません。

～旅館・ホテルの適マーク（表示マーク）～
「適マーク（金）」を交付しました！

交換前にご注意を！
LED照明が原因の火災が発生しています！

① 消火器上部についている黄色の安全栓を外す。
② ホースのノズルを握り、火元に向ける。
③ レバーを強く握り、消火薬剤を放射する。
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平成29年度全国統一防火標語　火の用心  ことばを形に  習慣に

　
９
月
９
日
「
救
急
の
日
」
を
含
む
「
救
急
医
療
週
間
」

に
合
わ
せ
、
９
月
８
日
に
川
越
地
区
消
防
局
で
屋
内
イ
ベ

ン
ト
を
、
９
月
９
日
に
ウ
ェ
ス
タ
川
越
で
屋
外
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
屋
内
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
を
学
ぶ
普

通
救
命
講
習
を
開
催
し
、

16
名
に
修
了
証
を
交
付

し
ま
し
た
。

　
屋
外
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

厳
し
い
暑
さ
の
中
、
大

勢
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
応
急
手

当
の
体
験
、
消
防
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
を
通
じ

て
、
応
急
手
当
の
重
要

性
を
啓
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
消
防
局
で
は
、
毎
月
、
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

命
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
「
救
命
の
リ
レ
ー
」。
第
一
走
者

は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
安
心
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
知
識
と
技
能
を

身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
１
１
９
番
通
報
時
に
電
話
口
で
応
急
手
当
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
落
ち
着
い
て
応
急
手
当
を

行
え
る
よ
う
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

　
救
命
講
習
の
日
程
、
お
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
川
越
地

区
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
消
防
局

救
急
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
局
救
急
課　
℡
２
２
２
―
０
１
６
０

　
日
本
は
地
震
大
国
で
す
。
万
が
一
に
備
え
、
皆
さ
ん
も

地
震
対
策
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
地
震
に
、

い
つ
遭
遇
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
た
と
え
楽
し

い
場
所
で
あ
っ
て
も
・
・
・
。

　
平
成
29
年
７
月
２
日
、

「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」
で

防
災
コ
ン
サ
ー
ト
と
避

難
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
で
満
員

の
防
災
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
消
防
音
楽
隊
が
音

楽
に
乗
せ
て
、
火
災
予

防
や
防
災
の
大
切
さ
を

伝
え
ま
し
た
。
更
に
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
終
了
と

同
時
に
係
員
の
指
示
の
も
と
、
落
ち
着
い
て
避
難
す
る
な

ど
、
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
参
加
者
全
員
で
確
認
し
、
本

番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
の
あ
る
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
屋
外
の
会
場
で
は
、
起

震
車
に
よ
る
地
震
体
験
や
水
消
火

器
に
よ
る
消
火
体
験
な
ど
も
実
施

さ
れ
、
防
災
を
再
確
認
す
る
上
で

大
切
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

遊
園
地
な
ど
に
出
か
け
た
際
に
は
、

火
災
や
地
震
が
起
こ
っ
た
時
の
避

難
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
か
ら
楽

し
む
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

川
越
中
央
消
防
署
消
防
課　
℡
２
４
２
―
１
１
９
４

　
突
然
の
病
気
や
事
故
の
時
、
大
切
な
命

を
救
う
た
め
に
は
、
た
だ
救
急
車
を
待
つ

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

人
が
「
応
急
手
当
」
を
早
期
に
行
う
こ
と

が
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
１
１
９
番
通
報
は
、「
住
所
、氏
名
、内
容
、電
番
番
号
等
」

を
「
落
ち
着
い
て
、
ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き
り
、
正
確
に
」

伝
え
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
通
報
内
容

か
ら
、「
応
急
手
当
」
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
応
急
手
当
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
よ
う
電
話
口
で
指
導
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

「
口
頭
指
導
」
と
い
い
ま
す
。

　「
口
頭
指
導
」
に
は
、
緊
急
性
が
高
い
状
況
に
対
し
て
行

う
「
応
急
手
当
」
と
し
て
次
の
５
つ
が
あ
り
ま
す
。

○
意
識
や
呼
吸
が
な
い
時
の
心
肺
蘇
生
法

○�

喉
に
物
が
詰
ま
っ
て
窒
息
し
て
い
る
時
の
気
道
異
物
除

去
法

○
大
量
に
出
血
し
続
け
て
い
る
時
の
止
血
法

○
や
け
ど
を
し
た
時
の
熱
傷
手
当

○
指
を
切
断
し
た
時
の
指
趾
切
断
手
当

　
一
度
失
わ
れ
た
命
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

　
口
頭
指
導
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
落
ち
着
い
て
そ
の
指

導
に
従
い
、
可
能
な
限
り
応
急
手
当
の
実
施
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

消
防
局
指
揮
統
制
課　
℡
２
２
２
‐
０
７
０
０

救
急
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た

も
し
も
の
と
き
に
備
え
・
・
・

避
難
訓
練
実
施
！

命
を
救
う
１
１
９
番
通
報
時
の

口
頭
指
導
に
ご
協
力
を
！
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消防だより2017.10 月号平成29年度全国統一防火標語　『火の用心　ことばを形に　習慣に』

虹色通信　～全国消防救助大会について～
　全国消防救助技術大会
が８月23日に宮城県利府
町で開催されました。当
消防局では陸上の部の「引
揚救助」及び「はしご登はん」の２種目で、県大会、関東大会を勝ち抜
き、全国大会へ出場しました。
　消防救助技術大会は、救助技術の高度化に必要な基本的要素を錬
磨することを通じ、消防救助活動に必要な体力、精神力、技術力を
養うとともに、他の模範となる隊員を育成し、住民皆さまの消防に
対する期待に力強く応えることを目的としています。
　隊員たちはこの大会を目指し、指導員の厳しい指導を受け、安全
確実な救助技術、資器材の取扱い技術を体得し、日々、体力の限界
まで訓練を重ねてきました。今後も救助技術の高度化を図り、住民
皆さまの安全・安心を守るため、更に訓練を重ねていきます。
　� 消防局警防課　℡222-5891

○平成29年第３回臨時会（平成29年６月30日開会）
議案議決一覧表
議 案 番 号 議　案　名 議決結果
議案第５号 救助工作車の取得について 原案可決
議案第６号 消防ポンプ自動車の取得について 原案可決
選任第２号 消防庁舎及び訓練施設等に関する

特別委員の選任について 選　　任

○平成29年第４回定例会（平成29年10月３日開会）
議案議決一覧表
議 案 番 号 議　案　名 議決結果
議案第７号 平成28年度川越地区消防組合一

般会計歳入歳出決算認定について 認　　定

議案第８号 平成29年度川越地区消防組合一
般会計補正予算（第１号） 原案可決

同意第４号 監査委員の選任につき同意を求め
ることについて（佐藤明氏） 同　　意

� 平成29年10月現在
議　長　小林　薫
副議長　髙橋　剛
議席 氏　名 選出議会
１ 菊地　敏昭 川島町
２ 飯野　徹也 川島町
３ 小峯　松治 川島町
４ 小林　　薫 川越市
５ 吉野　郁惠 川越市
６ 桐野　　忠 川越市
７ 明ヶ戸亮太 川越市
８ 柿田　有一 川越市
９ 髙橋　　剛 川越市
10 関口　　勇 川越市
11 小野澤康弘 川越市
12 小ノ澤哲也 川越市
13 片野　広隆 川越市

川越地区消防組合議会が開催されました。 組合議員名簿

ポジタイプ ネガタイプ

◎�平成29年川越市議会第５回定例会
において、６月28日に川越地区消
防組合議会議員補欠選挙が行われ、
桐野忠議員が選出されました。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
人
命
救
助
・
消
火
・
救
急
活
動
等
の
協
力
に
対
し
、

消
防
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
人
命
救
助
活
動
に
貢
献

・
川
越
市
大
字
古
谷
本
郷�

津つ

金が
ね

　
　
衛ま

も
る
さ
ん

・
川
越
市
大
字
古
谷
本
郷�

津つ

金が
ね

　
陽よ

う

子こ

さ
ん

・
川
越
市
大
字
古
谷
本
郷�

鈴す
ず

木き

　
幸さ

ち

子こ

さ
ん

○
消
火
活
動
に
貢
献

・
丸
友
建
設
工
業
株
式
会
社

・
坂
戸
市
山
田
町�
小こ

島じ
ま

　
和か

ず

泰ひ
ろ

さ
ん

・
川
越
市
大
字
古
市
場�
秋あ

き

山や
ま

修し
ゅ
う

五ご

郎ろ
う

さ
ん

・
川
越
市
大
字
古
市
場�

西に
し

久く

保ぼ

文ふ
み

男お

さ
ん

・
川
越
市
大
字
古
市
場�

小お

川が
わ

　
敏と

し

正ま
さ

さ
ん

・
川
越
市
大
字
古
市
場�

竹た
け

内う
ち

ス
ミ
エ
さ
ん

・
川
越
市
大
字
古
市
場�

佐さ

藤と
う

　
協

き
ょ
う

子こ

さ
ん

・
川
越
市
大
字
古
市
場�

町ま
ち

井い

　
澄す

み

子こ

さ
ん

・
川
越
市
大
字
古
市
場�

坂さ
か

本も
と

　
理り

沙さ

さ
ん

・
鶴
ヶ
島
市
大
字
五
ケ
谷�

熊く
ま

倉く
ら

日ひ

出で

雄お

さ
ん

○
救
急
活
動
に
貢
献

・
川
越
市
豊
田
町
１
丁
目�

佐さ

藤と
う

　
和か

ず

哉や

さ
ん

・
狭
山
市
笹
井
１
丁
目�

紺こ
ん

谷た
に

　
菜な

美み

さ
ん

　
消
防
局
総
務
課　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

消
防
特
別
点
検
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
10
月
29
日
㈰
中
央
防
災
基
地（
川
島
町
大
字
上
狢
）

で
消
防
特
別
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
当
日
、
午
前

８
時
00
分
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

　
火
災
な
ど
の
災
害
と
間
違
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
消
防
局
総
務
課　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

消
防
団
が
防
火
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

　
消
防
団
員
が
川
越
市
及
び
川
島
町
の
各
地
区
の
ご

家
庭
を
回
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
、
防
火
訪
問
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

○
川
越
市
消
防
団

　
　
時
　
期
　
11
月
上
旬
〜
12
月
下
旬

○
川
島
町
消
防
団

　
　
時
　
期
　
10
月
中
旬
〜
12
月
下
旬

　
消
防
局
総
務
課　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

はしご登はん

引揚救助


